
農林業・農山村・
農林行政の変化 の対応

農林業経営体調査の変遷

配慮すべき様々な要因

資料１- １

1950年世界農業センサス
（農家等の定義・基準を定めＦＡＯ
（国際連合食糧農業機関）の指針に

基づき国際比較も可能となるよう本格実施）

財政的制約
～固定的な人件費（手当）の割合が６割まで上昇～ 調査対象者の変化

～プライバシー意識の高まり・高齢化～

農林行政の変化への対応

実施体制の変化（資料１-２）

2015年農林業センサス（案）

基づき国際比較も可能となるよう本格実施） 実施体制の変化（資料１ ２）
～慢性的な人員不足・調査員の高齢化～

2015年農林業センサス（案）

1960年世界農林業センサス
（現在に繋がる基礎的体系が確立） ○農家調査の項目のうち、一部を自計申告化

農林業経営体調査

農林業経営体調査
○農林業経営体調査（５年ごとに）
①対象：農林業経営体
①系統：農林省-都道府県-市区町村-指導員-調査員

1980

1990

○農家のうち自給的な農家については
あ回答項目を限定

○「農業サービス事業体」を調査対象に追加

農林業経営体調査に繋がる系列

○農業事業体調査（５年ごとに）

①対象：農家
①系統：農林省-都道府県-市区町村-指導員-調査員
①調査方法：調査員による面接調査

①系統：農林省 都道府県 市区町村 指導員 調査員
①調査方法：調査員配布・回収による自計調査

○東日本大震災被災地における調査方法の検討

○更なる予算の効率化に向け○全面自計申告化

2000

2015年調査に向けて

②対象：農家以外の農業事業体
①系統：農林省-都道府県-市区町村-指導員
①調査方法：指導員による面接調査

○林業事業体調査（10年ごとに）

① 象 家

○更なる予算の効率化に向け
・ 調査票のOCR化を検討

○実施体制の労力負担軽減に向け
・ 調査スケジュールの大幅前倒し
・ 郵送調査導入に向けた検討

○調査項目について
○農業と林業を一元的に把握する

2005

○全面自計申告化
○「林業サービス事業体等」を調査対象に追加

①対象：林家
①系統：農林省-都道府県-市区町村-指導員-調査員
①調査方法：調査員による面接調査

②対象：林家以外の林業事業体
①系統：農林省-都道府県-市区町村-指導員-調査員

①調査方法：調査員による面接調査

○調査項目について
・ 情報インフラとしての機能強化に向け品目別の

a面積把握
・ 新たな施策ニーズへの対応として

a６次産業化によるビジネスサイズの把握 など

○農林業経営体概念の導入
○農業センサスと林業センサスを統合し
○農業・林業ともに５年ごとに一斉点検

2010

未来のセンサスに向けて

○調査者負担の軽減のため調査項目の大幅削減
（391項目から206項目へ半減）



（実数） 単位：人

指導員 11,611 8,011 3,600 897 2,078 2,997 2,777 2,840 5,546 578 1,688 3,772 3,366 6,156 3,310 3,454

調査員 168,298 137,648 30,525 6,439 13,296 28,145 48,931 71,328 20,355 4,615 91,053 51,435 68,985 54,888

合計 179,909 145,659 34,125 7,336 15,374 31,142 51,708 74,168 25,901 5,193 92,741 55,207 72,351 61,044

指導員 10,836 7,043 3,793 512 1,964 2,299 2,669 3,386 4,795 429 1,462 4,137 2,927 5,846 2,717 3,698

調査員 156,737 128,533 28,123 3,462 10,526 18,522 42,746 81,474 15,200 4,020 81,449 55,932 59,026 49,244

合計 167,573 135,576 31,916 3,974 12,490 20,821 45,415 84,860 19,995 4,449 82,911 60,069 61,953 55,090

（構成割合） 単位：％

農林業センサス農林業経営体調査　調査員・指導員の設置状況

過去における
調査員の経験

50～5940～4930～3929歳以下

調査員数
①

男女別 年齢別
属性別

男 女
農林業
従事者

その他
農林業
センサス

過去における
指導員の経験

農林業
センサス

左記以外
の統計

60歳以上

市区町村
職員

農林業
団体職員

左記以外

左記以外
の統計

2005

2010

資料１-２

指導員 100.0 69.0 31.0 7.7 17.9 25.8 23.9 24.5 47.8 5.0 14.5 32.5 29.0 53.0 28.5 29.7

調査員 100.0 81.8 18.1 3.8 7.9 16.7 29.1 42.4 12.1 2.7 54.1 30.6 41.0 32.6

合計 100.0 81.0 19.0 4.1 8.5 17.3 28.7 41.2 14.4 2.9 51.5 30.7 40.2 33.9

指導員 100.0 65.0 35.0 4.7 18.1 21.2 24.6 31.2 44.3 4.0 13.5 38.2 27.0 53.9 25.1 34.1

調査員 100.0 82.0 17.9 2.2 6.7 11.8 27.3 52.0 9.7 2.6 52.0 35.7 37.7 31.4

合計 100.0 80.9 19.0 2.4 7.5 12.4 27.1 50.6 11.9 2.7 49.5 35.8 37.0 32.9

男女別

調査員数

左記以外
の統計

年齢別
属性別 過去における

調査員の経験
過去における
指導員の経験

市区町村
職員

農林業
団体職員

左記以外

農林業
センサス

左記以外
の統計

50～59 60歳以上
農林業
従事者

その他
農林業
センサス

2005

2010

40～4929歳以下 30～39男 女
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